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① スクリーニングを行う 

医療機関では患者が入院した際，退院支援が必要（※）かどうかスクリーニング

票を使用するなどして判断します。スクリーニングは，外来で入院が必要と判断し

た時に実施する場合もありますが，入院直後のできるだけ早い段階で対応すること

が多いです。 

 

※ 退院支援が必要な場合 
① 再入院を繰り返している場合 

② がんや難病のように，進行する疾患を抱えながら退院する場合 
③ 退院後も医療管理や医療処置等が継続する場合 

④ 入院前に比べADL（日常生活動作）が低下し，退院後の生活様式の再編が必要な 

場合 

⑤ 独居あるいは家族と同居であっても，介護を十分に提供できない場合 

⑥ 理解力や認知能力の低下が見受けられる場合 

⑦ 虐待が疑われる場合                 ･･･など   

 

 

② 必要な情報を集める，伝える 

在宅生活時の状況を支援対象者や家族から十分に聞き取るとともに，支援対象者

または家族の同意を得たうえで，かかりつけ医やケアマネジャー等の在宅・施設担

当者からも情報収集を行います。基本的な情報を網羅できるよう作成している「は

こだて医療・介護連携サマリー（情報共有ツール）」（※）の活用を推奨します。 

また，情報収集に際しては，情報収集の窓口や希望する提供方法（FAX，電話，

面談など）を明確にしておくことで，よりスムーズな情報収集が可能となります。 

 

※ はこだて医療・介護連携サマリー（情報共有ツール） 

医療・介護関係者の連携のための情報共有ツール（P２０参照）です。 

基本的な情報を網羅する「基本ツール」と，詳細な医療情報等を記入する「応用ツール」 

等で構成されており，どの職種の方にも「分かりやすく」「見やすく」「連携しやすく」 

なるよう作成されたものです。関係者間の迅速な情報共有と積極的な多職種連携推進のた 

めに，医療・介護連携推進協議会ではこの様式の活用を推奨いたします（平成２９年度中 

の運用を予定）。 

●各機関において現在活用されている独自様式の利用を妨げるものではありません。 
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このサマリーは，医療と介護

の円滑な連携を推進するために

構成されています。 

各職種，各施設においては「診

療情報提供書」や「看護添書」，

「フェイスシート」など様々な

様式が存在し活用されておりま

すが，必要に応じてこのサマリ

ーと併用していただければ幸い

です。 

 このサマリーは，既存の様々

な様式の利用を制限するもので

はありません。 

 

 
 

☆ はこだて医療・介護連携サマリー【情報共有ツール】とは 
 

医療・介護連携推進協議会において，医療・介護関係者の連携にかかる課題を把握す

るために，アンケート調査を実施したところ，情報にバラつきの無い，地域で統一され

た“情報共有ツール”の整備を強く望む，多くの意見がありました。 

このことから，医療・介護サービスを必要としている高齢者等の情報を一元的に把握

するためのツールとして，どの職種の方にも「分かりやすく」，「見やすく」，「連携

しやすく」という点を重視した『はこだて医療・介護連携サマリー』を作成しました。 

このサマリーは，支援対象者の病状や生活・環境等の変化により調整支援が必要とな

った場合の，『「医療側」・「介護側」の双方向連携』の場面において活用するツール

であり，基本的な情報を網羅する「基本ツール」と，詳細な医療情報等を記入する「応

用ツール」等で構成しております。 

このサマリーにより，関係職種（機関）間の連携が充実し，より良い医療や介護サー

ビスが提供されることを願い，活用を推奨いたします。（平成２９年度中の運用を予定） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

５ はこだて医療・介護連携サマリー 

・はこだて医療・介護連携サマリー（基本ツール） 
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